




































高約40m を測り、鞍部から台地中位面にかけての北西傾斜面に形成された本貝塚は、高位面に位置する A 貝塚と










































1 奈土貝塚 2 古原貝塚





















（大塚 2001）や菅谷による精製深鉢に注目した加曽利 B 式・曽谷式・安行１式に関する考察が行われている（菅
































































































































図版 写真 口縁部形態 外面所見 内面調整 色調 出土層位 備考
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